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循環型社会における技術者の研究課題のために

大好 直☆

ForSubjectofEngineer'sStudyintheJUNKAN-GATA-SHAKAI

TadashiOhyoshi*

Abstract

lndustrialproductshavebeenmadeemphasizlngImprovementandprofitabilityoftheirperformanceinthe

twentiethcentury･However,anotheremphasizingpointShouldbenowaddedtothem･Engineeringdesign

consideringreuseofproductsorrecyclingofmaterialisverylmpOrtantinordertokeepourgoodlivingenviron-

ment.SenseofcrisisthatthenaturalenvironmentdestructionbyartiflCialgrossproductionadvancesmore,has

beencomingOut,ifthematerialcannotcirculatesmoothlythroughoutthewholeproductlife.Then"The

JUNKAN-GATA-SHAKAIHrealizlngthesmoothcirculationofmaterialandpreseⅣingthegoodenvironment,

hastobeformedurgently.Theconstructionoftheengineeringthoughtsystemasafundamentalleamingbe-

comesveryimportantfわreverlastingtechnologyinthecycloidtypesociety･Thisreportshowsthecu汀ent

environmentissuesandinfbmationf♭renglneer'sstudy

l. はじめに

恐ろしいことである.知らず知らずのうちにガン

が進行しているようなものである.調べれば調べる

ほど,地球規模でわれわれの生活環境は悪化しつつ

あることが明らかになる (1).たとえば北米大陸の水

鳥や鰐類が環境汚染により奇形になったり,環境ホ

ルモンにより生殖撹乱を受けたり (2),また影響を受

けた多くの生物種がすでに途絶えている.このまま

では自然界の調和が崩れ人類も滅びる.人類の大量

生産,大量消費活動により,自然界の浄化能力を超

える廃棄物が何の配慮もなく放出されたためであ

る.このような話は対岸の火事ではない.全ての人

に分け隔てなく関係してくる問題である.

数十年前,公害として訴訟問題になった事件は,

いずれも特定地域に限定されていた.そして因果関

係やその対策も,ある程度まで対応できたと思われ

る.しかし,グローバルな地球規模の環境･問題とな

ると,対応が遅れれば元に戻すことは不可能であ

る.古代のクレタ島ミノア文明は豊富な森林資源を

もとに栄えたが,人口の急増と伴に森林資源が枯渇

し,ついには滅亡した.古代では他の地域に新しい

文明が生まれることによって人類が繁栄し続けるこ
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とが出来たが,地球規模の問題となると生存できる

惑星は今のところ見当たらない.また自由主義経済

の基礎を与えたアダム ･スミス以来,20世紀後半ま

での経済活動では,地球が有限であるということは

計算に入っておらず,大量生産 (例えばFig.1),大量

消費(例えばFig.2-3)が経済社会の繁栄の象徴にもさ

れていた.いわんや,ゴミについてこんなに社会問

題として悩まなければならないというのは,数十年

前まではなかったことである.消費が美徳という時

代は過去のことであり,今は捨てる前に考えなけれ

ばならなくなった.廃棄物の処理が不適切であれば

環境を汚染し,私たちの健康な生活を阻害するだけ

でなく,廃棄物の最終処分場 (埋立地)にも余裕が

なくなってきている (Fig.4).この様なことから膨大

な量の廃棄物 (Fig.5･6)の対策としてリサイクル等が

喫緊の課題となっている.

不確実性の時代といわれて先読みが許されないと

いう考え方があっても,地球汚染は確実に進行しつ

つある.今後は地球規模の視点で状況を正しく捉え

る努力をし,分野が異なっても同じ立場に立って課

題に対処 しなければならない.研究者であれば生

態,工学,経済,法律,政策などいろいろな研究面

から,環境問題を解決するために可能なアクション

をとらなければならないだろう.これらに共通する

具体的な努力目標が,｢持続可能な循環型社会を創
る｣ことであるといわれる.

資源は,様々なルー トでいろいろと姿を変えなが
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2 大好 直

ら循環 し,その姿を変える段階ごとに ｢地球にやさ

しい技術的方策は何か｣を考えれば,実現可能な手

法を検討することが出来る.その結果に基づいて環

境-の負のインパクトを最小限にする基本的なキー

ワー ドを考えれば,リサイクル (Recycle),リデュー

ス (Reduce),リユース (Reuse)となる.それらをま

とめて 3Rと言 う.この他 に リプ ロデ ュー ス

(Reproduce),再統合 (Reintegration),あるいは再

坐 (Regeneration)等を加える考え方もある (3).拷

続可能な循環型社会の形成にはこのようなキーワー

ドが手掛かりとなっている.

2.法規制

現在,技術者がどのような立場に置かれているか

を考えるためには,法規制に関連する動きを理解す

る必要がある.循環型社会の究極目標であるゴミの

資源化による｢ゼロエミッション｣は,1992年6月ブラ

ジルの首都リオデジャネイロで行われた｢環境と開発

に関する国連会議 (略称 地球サミット)で合意さ

れた ｢持続可能な開発のための人類の行動計画-･ア

ジェンダ21｣の ｢持続可能な開発｣に対して出され

た概念である.そのときの精神の具体化に向けて法

令の整備が加速されている.

2.1 環境基本法

環境をめぐる法律では,まず最初に挙げなければ

ならないのが環境基本法(4)である. 1993年制定され

た日本の環境行政の基盤をなす基本法で,環境保全

に関する新たな理念や多様な政策手段を示したもの

である.それによると ｢社会経済活動による環境負

荷を可能な限り低減し,持続的に発展する社会が構

築されることを旨とする｣と表現し,大量消費社会

からの脱却を打ち出している.また国際協調による

地球環境保全を推進 し,その施策を実現するに当

たって,国,地方公共団体,事業者,国民の責務を
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明示した.さらに総合的 ･計画的施策の推進のため

｢環境基本計画｣の作成を規定し,国土開発に当たっ

て環境-の配慮を基本とすることを,初めて法的に

位置付けた.国は環境教育と学習に力を入れ,NGO
など民間団体への自発的な活動促進のために必要な

措置をとり,情報の提供に努めるよう謳っている.

また,国際的協調による地球環境保全を積極的に推

進すべきであるとの理念も盛 り込まれている.以前

に制定された公害対策基本法 (1967年)と自然環境

保全法 (1972年)を基本にして,環境行政の対象領域

の変化に応じて枠組みを見直し,環境基本法として

制定されたもので,特定の汚染源による公害問題か

ら,不特定な汚染源による生活型公害問題や地球規

模の問題まで広く対応できるようにしている.

2.2 資源有効利用促進法

つぎに,1999年7月の通産省産業構造審議会,地

球環境部会,廃棄物リサイクル部会の合同基本問題

小委員会による ｢循環型経済システムの構築に向け

て｣という報告を引用すると

『目前に迫った21世紀に向けて良好な環境の維

持と持続的な経済成長を両立させるためには,現在

の経済システムの根幹を成す大量生産･大量廃棄型の

経済システムからの転換が迫 られている.すなわ

ち,環境制約や資源制約-の対応が十分に織 り込ま

れていない従来の経済社会において容認されてきた

社会的ルールや行動基準を転換し,環境制約や資源

制約-の対応を産業活動や経済活動のあらゆる面に

ビル トインした,いわば環境と経済が統合された,

新たな｢循環経済システム｣を構築することが急務と

なっている.』

さらに,同合同部会では2001年施行の決まってい

る資源有効利用促進法の具体的な対象製品の検討を

開始した (5).その目安として,①使用済製品の発生

量が多いこと,②当該製品に含まれる資源の有用性
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が高いもの,そして③市町村等による処理の困難性

が高いものが,優先的に廃棄物 リサイクル対策を講

ずべきであるとしている.製品について具体的に記

せば,指定省資源化製品 として自動車 ･オー トバ

イ,家電製品,パソコン,石油機器,パチンコ遊技

機,大型家具を,また指定再利用促進製品として設

計の観点からリユース･リサイクル容易となる自動

車,大型家具,パチンコ遊技機,複写機,電子 レン

ジ･乾燥機,パ ソコン,ガス･石油機器,システム

キッチン,浴槽･浴室ユニットが対象となっている.

更に指定再資源化商品としてパソコンと二次電池が

対象となっている.

私たちの生活環境の急速な悪化を鑑みれば,製品

や業種の指定による方策はやむをえないものであ

る.今後さらに数多くの製品や業種が指定され,演

的制約の下で生産活動をしなければならなくなる.

2.3 循環型社会形成推進基本法

1999年10月4日の与党政策合意において平成12年

を｢循環型社会元年｣と位置付けて法制定を図ること

とされていたが,このたび2000年6月2日に公布され

た循環型社会形成推進基本法 (6)の概要を紹介する.

まず定義として ｢循環型社会｣とは廃棄物等の発生

抑制,循環資源の循環的な利用及び適正な処分が確

保されることによって,天然資源の消費を抑制し,

環境-の負荷ができる限 り低減される社会とされて

いる.また,｢循環資源｣とは法の対象となるものを
有価 ･無価を問わず ｢廃棄物等｣とし,廃棄物等の

うち有用なものを｢循環資源｣と位置付け,その循環

的な利用を促進するものとされている.また,本推

進基本法により初めて処理の優先順位を法定化 して

いる.すなわち①発生抑制,②再使用,③再生利

用,④熱回収,⑤適正処分の順である.国,地方公

共団体,事業者及び国民の役割分担化を明確に出し

(厚生省資料)
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Fig.5 ThediscllargeOftheindustrialwaste.

3

ている点も注目に値する.更に事業者 ･国民の｢排出

者責任｣を明確化し,生産者が,自ら生産する製品等

について使用され廃棄物となった後まで一定の責任

を負 う ｢拡大生産者責任｣の一般原則を確立してい

る.政府の役割として,本推進基本法に則って計画

策定する手順やおおむね5年ごとの見直しを明記し,

また国の役割として規制等の処置を明示 している.

この推進基本法の内容を一般市民に紹介するため

｢循環型社会-の挑戦｣と題した8頁からなるパンフ

レット (7)が出されている.Fig.7-8はそのパンフレッ

トの一部を引用して再構成したものである.

3.研究のボーダーレス化と市場予測

この様に環境関連の法規制下に置かざるを得ない

情勢に対し,本学部の特色として標梼されているも

のの一つに循環を意識 した希少元素調査をはじめと

する様々な素材の開発や処理に関する貴重な研究の

蓄積があり,鉱山閉鎖後であっても努力の如何に

(厚生省資料)
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｢循環型社会形成推進基本法｣の制定に合わせて､関連する個別の法律も整備し､体的に運用することにより､実効ある取り組みを進めることになったo環 境 基 本 法 tl

t

l 循環型社会形成推進基本法(基本的枠組み法) 1

誓 望翌芦法 巨 の発生抑制と適正なリサイクルや処分を確保資源有賀蒜 促進法 ド ミの発生抑制､リユース､リサイクルを促進容器包(%T蒜 クル法麿 蓋若芸莞荒 習,a/認 諾 i=､分別収集され家電(-'38Xi,)レ法 撞 荒 号?V警宝器 誓 業者などに廃電製品の回建等 蒜孟92',L法 L警霊表芸芸芸慧栗豊 fJ器 慧 蒜 ヂ別解体食等 蒜品'2',L法 磨 完警琵器 吾葦,i/ぷ 諸 宗 ぎl言､食品残グ㌫ 遠忍 法 I国等が率先して再生品などの調達を推進

Fig･7Theoperationofcycloidtypesocietyformationfundamentallaw(5)

l循環型社会形成推進基本法のポイント l

◎ 取組みの優先順位を初めて法律で定めた

第-､出るゴミをできるだけ減らす
第二､できるだけ繰り返し使う
第三､繰り返し使えないものは､資源リサイクルする
第四､資源として使えないものは､燃やしてその熱を利用する
第五､どうしても捨てるしかないものは､環境を汚さないようにきちんと処分する

◎ 排出者責任と拡大生産者責任を定めた

排出者主任 ゴミを捨てる人が､捨てようとするゴミのリサイクルや処分に責任を持つこと○
拡大生産者責任 モノを作る人や販売する人が､そのモノがゴミになった後まで一定の責任を
負うこと○

◎ 基本計画を策定して推進することを定めた
基本計画案について中央審議会から意見を聴き､また広く国民の意見も聴いて策定するoおお
むね5年ごとに基本計画を見直す○

◎ 国が実施する施策を明示した
ゴミの発生抑制､適正処分を確保するための規制､処理施設の整備､公害発生の防止､再生品

Figl8 ThepointOfcycloidtypesocietyformationpromotionfundamentallaw(5)

Akita University



循環型社会における技術者の研究課題のために

Table1Thepredictionoftheeco･business2010

(theMinistryofInternationalTradeandIndustry

1994year:UnitOkuYen)

1.環境支援関連 34,800

2.廃棄物処理 ･リサイクル関連分野 228,000

3.環境修復 ･環境創造関連分野 24,300

4.環境調和型エネルギー関連分野 40,200

5.環境調和型製品関連分野 23,200

通商産業省市場規模合計 350,200

よっては最大の活用チャンスの到来と見ることが出

来る.また,調査を進めれば,直接には循環を意識

しない従来の工学研究もその多くが深く関係 してお

り,非常に大きな役割が期待できる.挙げればきり

がないが例えば,材料の高機能化研究の成果は機器

の小型化を可能とし,資源の減量化 (リデュース)

につながる.構造物や機械の非破壊検査技術は予測

寿命を可能にし,長寿命,もしくは再使用 (リユー

ス)を可能にする.また,設計システム研究は都市

資源の合理的な回収を可能とし,資源の後処理 (原

料 リサイクル)を容易にする道を開く.更に,IT技

術は素材や部品の高度活用を図るためには不可欠で

あり,全世界規模で瞬時に取引き出来る環境をつく

る.このように循環型社会の構築には統合型技術が

要請され,従来の研究分類だけでは収まりきれなく

なっている.いよいよ工学は ｢ボーダーレスの世界

で生きなければならない時代｣が到来しているとい

う認識が必要である.

さて,現在までの資源循環を配慮した各企業の技

術的対応や意識の高まりをインターネットを介して

窺い知ることができる.それらのホームページのア

ドレスを付録に列挙 した.最近に開設 したものが多

いことから企業の関心は高く,確実に世の中が変

わって行く様子が実感できる.また,各企業のゼロ

エミッション構想や自治体のエコタウン構想の実現

には,人々の意識改革のみならず技術的工夫が必要

であり,研究資金もかなり投入されるであろう.こ

のような状況から要請される環境関連研究の広がり

は計り知れないものがある.

1994年に通産省および環境庁がそれぞれ日本にお

ける環境産業 (エコビジネス)の市場規模見通しを

立てている.2010年にはそれぞれの省庁で35兆円

(Table1)と26兆円 (Table2)と予測している (8). 両

者の間には約9兆円の開きがあるが,違いの生ずる要

因は前提条件や予測方法の違いによる.すなわち環

境産業の範囲が異なるためで,ハー ド分野のみを主

体とする環境庁の試算に対し,ソフ ト分野まで広く

含める通産省の試算であることが主な理由である.

Table2Thepredictionoftheeco･busines82010

(EnvironmentAgency1994year:UnitOkuYen)

1.環境負荷を低減させる装置 56,889

2.環境-の負荷の少ない製品 57,663

3.環境保全に資するサービス 121,548

4.社会基盤の整備等 26,587

環境庁市場規模合計 262,687

5

ハー ド分野とは公害防止対策施設,廃棄処理施設,

リサイクル技術 ･新エネルギー技術 ･エコシステム

技術等に関連する費用を含む.ソフ ト分野とは環境

コンサルティング,調査分析,環境教育,環境汚染

賠償保険などである.予測される市場規模は数十兆

円と膨大で,環境産業が21世紀の中心的な産業と

して重要な地位を占めることは疑問の余地がない.

4.おわりに

20世紀における工業製品は,性能向上と採算性を

重点的に開発研究が進められて来た.しかし,廃棄

など後処理も含めた全ての段階で,物の循環がス

ムースに行えなければ,工業製品による自然破壊は

一層進むという危機的認識の下で,循環型社会の構

築が必要と叫ばれている.そこで,この大きな課題

に対応 した研究を進めるためには,まず現在どのよ

うな状況下にあるのかを正しく把握 して考えを整理

すべきやある.そして当面の問題の技術的解決はも

ちろんのこと,永続的な解決法を目指すためには基

本的学問としての思想体系の構築と整備が大切であ

る.この様な立場からヒン トになる状況情報を紹介

した.技術者としての活動を考える手掛としたい.
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6 大好 直

付緑 主要企業の環境関連ホームページ･アドレス

1.水産 ･鉱業 ･建設
鹿島 :http.//www.kajima.co.jp/prouenvironmenu97/indexhtm

大成建設 :http･//www.taisei.co.jp/kankyou/
竹中工務店 :httpニ//www.takenaka.co.jp/enviro/enviro.htm

大林組 :h仕p://wwwobayashi.cojp/whats_new/whats_new.html

熊谷組 .･http.･//www.iijnet.or,jp/kumagaigumi/

住友林業 :hq)://www,sfcco.jp/

ミ サ ワ ホ ー ム :http://www.mlSaWa.COjp/About_MISAWA/
ENVIRONMENT/environment_main.html

三 菱 マ テ リ ア ル :http://www.mmc.co.jp/japanese/Corporate/
environment/indexhtm1

2.食品 ･酒 ･ビール
アサヒビール :http.･//www.asahibeer.cojp/eco/mainhtm

キ リンビール :hq)://wwwl.kirin.co.jp/company/corp/pages/09envnt.
html

サッポロビール :http://www,sapporobeer.co.jp/ecology/index.html

サントリー :http.//www.suntory.co.JP/eco/lndex2.html

宝酒造 :hq)://www.takara.cojp/green/

3.接維 ･パルプ･紙
王子製紙 :http://www.ojipaper.cojp/comp/bunkahtml

日本製紙 :hq)://w npaper.coJp/main/ecology/ecology_01html

大昭和製紙 :http://www.daishowa.co.jp/recycle/effort,html

大王製耗 :http://www.da主o-paper.cojp/env/mainhtm

平和雑業 :h仕p･//W ,paper-hsk.co.jp/

4.化学 t薬品
旭化成 :h也p://www.asahi-kaseico.jp/env/index,htm

旭硝子 :http://www.age.co.jp/corp/02_07_01ahtm

宇部興産 :http://W .ube-1nd.co.jp/japanese/japanese/kankyou/01_13.
lltm

住友化学 :http://www.sumitomo-chem.co.jp/earth収ankyo.htmi

中央化学 :h仕p://www.chuo-kagaku.co.jp/
三井化学 :http://W .mitsui-chem.cojp/plazan(ankyohtm

三菱化学 :h仕p://ww w.m-kagakuco.jp/aboutmcc侃C/index.htm

石原産業 .･http.･//W .iskweb.co.jpnSKWEB1-5.htm

積水化学工業 :hq)://W ,sekisui.co.jp/eco/index.html

コニカ :http.//w konica.co.jp/eco/index.htm1

5.石油 ･ゴム ･硝子 ･土石
出光興産 :http://www.idemitsu.co.jp/kankyo/index.htmi

日石三菱 :http･//ⅥW .nmoc,cojp/pr/3Jnenu2.html

ブリヂストン:hq)://www2.bridgestone.co.jp/hq/eco/

INAX :http://W .inaxcoJp/eco/

T0T0 :hq)://w w.toto.co.jpn(ankyo/index.htm1

6.鉄鋼 ･金属 t機械
新日本製鉄 :http://www.nsc.cojp/env/index.html

日本鋼管 :http://W .nkk.co.jp/environmenupamphlet/

神戸製鋼所 :http://www.kobelco.co.Jp/enviro/envirj.htm

住友金属工業 :httpニ//W .sumikin.co.jp/docom/chikyu/

川崎製鉄 :http://www.kawasaki-steel.cojpn(ankyo/index.html

住友電気工業 :http://W .seicojp/welcome_S.html

古河電気工業 :h仕p://ⅥW .furukawa.cojp/enviro/index.html

日立電線 :http.//W .hitachi-cable.co.jp/

荏原製作所 :http://www.ebara.co.Jp/zero_emission/indexh'tml

クボタ :http://www.kubota.co.jp/bbota-ep/welcome.htm1

7.電気 ･機器
三洋電機 :http://W .sanyo.co.jp偲nvironment/

ソ ー :http:〟www.sony.co.jp/sqj/Corporatelnfb/

EnvironmentalReport99/indexhtml

東芝 :http://www.toshiba.co.jp/env/index｣.htm

日本電気 :http://ⅥW .neeco.jp/japanese/profile/kan/indexhtml
日立製作所 :http://www.hitachi.cojp/Div/bnkyo/

富 士 通 :h柾p.//wwwfujitsuco.jp/hypertexuAbouLfujltSu/environment/
仁co.html

松下電器産業 :http･//w w.panasonic.cojp/environmenu

三菱電機 :hq)://W .melco.co.jp/kankyo/index.htm

オムロン:http'//w w.omron.co.jp/kankyo/index.html

リコー :http.//w w.rlCOh.co.jp/ecology/indexhtml

京セラ･･httpJ/www･kyocera.co.jp/frame/kankyo/index/index｣.html
IちM :http://w w.ibm.coJp/company/environment/indexwinie.html

パイオニア :http:〟www.pioneer.co.jp/environment/

富士ゼロックス :http･//- WfuJixerox.co.jp/ecology/

セイコーエプソン :http://www.epsom.co.jp/epsom/ec/main.htm1

8.輸送機 ･自動車 ･精密 ･その他
スズキ :http.//Wwwsuzuki.co.jp/cpd/koho｣/8htm

ダイハツ工業 .lhq)://wwwdalhatsu.cojp/gaiyounltml/kankyoj.htm
トヨタ自動車 :h柾p.//www.toyota.co.jp/eco/

日産自動車 :http.//wwwmssan.co.jp/INFO/sy-Index.html

本田技研工業 :http://wwwhonda,cojp/environment/index,html

マツダ :h仕p://www.mazda.co.Jp/ActlOn/

三菱 自動車工業 :http･//w wmitsublShi-motors.cojp/GREEN/menu
html

島津製作所 :http://www.shimadzu.coJp/aboutus/act/index.html

ミノルタ:http://www.minolta.conJJapan/mol/env/2000.html

コクヨ:httpニ//w wkokuyo.co.jp/ecology/index.htm1

9.商業 ･金融 ･不動産
三菱商事 :http.//www.mitsubishi.cojp/environment/envlLrep/index｣
html

三井物産 :http.//www.mitsuico.jp/tkabz/eco/report/er.htm
住友商事 :http://w w.sumitomocorp.co.jp/chikyu/kankyo/
伊藤忠 :http･//w w,itochu.co.jp/main/coy_8.html

丸紅 :http･//www.marubenl.CO.jp仙ome/comn(ankyou.html

日商岩井 :http://www.nisshoiwai.co.jp/nic/j/contents5/iso14001/index.
htm

トーメン:http.･//w w.tomen.co.Jp/kankyo/texthtm

ニチメン:http･//W ,nichimenco.jp/corp/lSO14001asp

ジャスコ:h仕p://www.jusco.cojp/citizenship/2.html
ダイエー :http.//wwwdaiel.COjp/kouken/Index.html
イ トーヨーカ堂 :http://www.itoyokado.iyg.cojp/iy/eco/

西友 :http.//www.seiyuco.jp/iapanese/eco/index.html

東 京 海 上 火 災 保 険 :http://www.tokiomarine.coJp/jO211nltml/

kankyou_index.html

安田火災海上保険 :http://wwwyasudaCOJP/environment/earthl,htm
住友銀行 :http://www.sumitomobankcojp/social/environment/

10.運輸 .倉庫

東日本旅客鉄道 ‥httpニ//www.jreast･coJP/eco/lndex･html
西日本旅客鉄道 .lhttp.･//www.westj'T.coJpn(Ou/eco/index.html
日本航空 :http･//www,jalco.jp/society/
全日本空輸 :http://svc.ana.co.jp/environment｣/index.html

ll.電力

北 海 道 電 力 :http://www.hepco.co.jp/japanese/profile/kankyou/index.
html

東北電力 :http://www.tohoku-epco.co.jp/enviro/index.htm

東 京 電 力 :http://www.tepQO.CO.jp/plant-sit-env/environment/index-j.
html

中部電力

北陸電力

関西電力

中国電力

四国電力

九州電力

h柾p://w w.chuden.coJP/KANKYO/index.html

http.//w w.rikuden.co.jp/kankyo/index.html

http://W .kepco.co.jpn(ankyou/index,htm

http.//www.energia.co.jp/japanese/environment/indexhtml

http://w w.yondenco.jp/denryoku/kanky/kankyhtm

http.//www,kyuden.co.jp侶nvironmenta1-Affairs/index.htm

12.通信 ･ガス ･サー ビス

日本電信電話 :h柾p://www.nttco.jp/kankyo/indexhtml

東El本電信電話 :http://www.ntt-east.co.jp/aboutus/activity/ecology/

西日本電信電話 :httpニ//W ,ntt-West.CO,jp/kankyo/index.html

NTTデータ :http://www.nttdata.co.jp/profile/eco/index｣.html

東京ガス :http･//www.toky0-gas.co.jp/env/index.html

大阪ガス :http･//www.osakagas.co.jp/kankyo/MOKUJI/MOKU.htm

東邦ガス :http･//W ,tohogas.co,jp/guide/fram.htmi
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